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〈図１〉平行四辺形ABCDと任意の点P 

 

   

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 あ＋い＝あ＋う＋え（両方とも平行四辺形の半分） 

   い＝う＋え→→→え＝いーう 

 以上をおさえておきましょう。 

 

 （１） 

 〈図２〉 

 

  

 

 

 

 

 

１問全力解析 2023筑波大附属駒場中学校  解説 ＶＯＬ.２７４ 
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   △AOCの面積を求めます。 

  △DOC、△FOC、△AOCは共に底辺がOCとみることができるので高さが一定の割合で変化している 

とみることができます。 

 

（84－48）×
２

３
＝24（㎠）・・・この分△AOCは△FOCより小さい。 

48－24＝24（㎠）・・・△AOC 

 

〈図３〉 

  

 

 

 

 

 

    

    △OBC＝△DOC―AOC 

       ＝84－24 

       ＝60㎠ 

     EO：OC＝6：24 

         ＝1：4 

     AE：EB＝24：60 

         ＝２：５ 

     よって□ABCD＝6×（１＋４）×
２＋５

２
×2 

            ＝210（㎠）・・・（答） 

 

（２）つの出しして比を書き入れます。 

  〈図４〉 
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〈図５〉 

   補助線を引き比を合わせます。 

 

   

  

  

 

 

 

 

  DG：GO＝21：16 
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      ＝36
１２

３７
㎠・・・（答） 
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